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日本 語教 育 と文 化 の問題
一 こ と ばの 背景
斎 藤 修 一
外 国語 を学習す る とい うことは,こ とば を学 習するだけでな く,こ とば
の背景 をなす文化 をも学習す ることを意 味 します。 そ しで表面 にあらわれ
たこ とば の構造 は違 って も,そ の奥に含 まれてい る論理 は入 間社会 に共通
な もので ある揚合 が多い よ うです.
このこ とをあいさつ こ とぱを例 にして考 えてみま しょ 鮎 アメ リカ人 に
むかって,こ ちらが英語で`HOwareyou～}と言 えぱ,む こ うは`Fineン
thankyou'と言 うで しょ う,し か し,こ れを 日本語 になお して,.日本人
にむか って 「お元気 です か」 と言 った ら,む こ うの人 はきっ と 「きの うま
で毎 日会 っていたのに,な んでそんなことをき くのだ ろ う」 と思 うで しょ
う。
また,目 本語 のrど ち らへ ～」 とい うのを英語 に して`Wheredoyou
go～'と言 えぱ,英 米人 は 「大きなお世話 」 と思 うそ うです。 しか し,同
じことを中国入 にきけぱ 「優 しい人 だ」 と思 うそ うです。
このよ うに異文化 社会 の言語表現 はそのまま訳 して も揚 面 と くいちが う
ことがあ り,反 対 に同質文化 の社会 では言語 の表 現形式 さえ似 通 っている
こと力監あ ります。
'しか し,こ の ような くいちがい もコミュニケーシ ョンの 目的 とい う大 き
な枠 を考慮 に入れ さえすれ ば,必 ず しもこ とばの形式 に とらわれず に互い
に通 じあえ ます。 国際 コミュニケー シ ョンの問題 の視 点が`biling亡aPか
ら`b主cultura1'へと深 め られ てきた のも,こ の よ うな事実 に着 目 したか ら
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です。
国際 コミュニケーシ ョンの問題 を考 える揚合,基 本的 な命題 として 「立
場 が違 えば呼び名 も違 う」 とい うことがあ ります。.
たとえば,イ ギ リス人が`t地EnglishChannel'と呼ぶ海峡 をフ ランス
人 は`1aMaBche'と呼び ます。 また,日 本人 が 「日本海」 と呼ぶ海 を韓
国人は 「東海」 と呼 びます。 ところが,中 国語 で も 「東海」 と呼ぶ海 があ
り,日 本 ではその海 を 「東 シナ海」 と呼んでい ます。
このrシ ナ」 とい う呼び名 は当の中国人 か らき らわれ ています が,中 国
人 自身が 使わ ないか とい うと そ うで もな く,目中国発行 の地図 に 「密支 那」
という地名 がの っています。た だ し,こ れ はピル マの都市,ミ ッチ ーナ の
こ とです。'.
このrシ ナ」 の起源 は サ ンスク リッ トの.「チーナヌターナ」(Cinasth奮
na)でイ ン ド語源です。・玄奨 の 「大唐 西域記 」巻 五 に,・
「大唐国 とは
.どの方向 にあ りますか」.
「ここか ら東北数万余里 に あ ります。 印度 で言 うマハ チいナ(摩 謁至那
国)が それ です。.一…・至那 とは以前 の王 の時の国号で,大 唐 とい うのが我
が王朝 の国号です」(水谷 真成訳〉とあ ります し,プ トレマィオ スの世界 図
に も`SinarumRegio'とあって,こ の呼ぴ名が秦 に由来す る と考 え られ
る根拠 にな っています。.
.「大唐西域記」 はアジ ア文化 のつなが りを証明す る豊富 な例 を含 んだ書
物 です。 た.とえばイ ン ドの敬礼 の しかたについて次 の ように記述 して いま
す。
「敬意 を表すや り方 には,その方法 に九等 ある。.一は言葉 をか けて慰 問す
る。二 は首 を垂れて敬意 を示す。三は手 を高 くあげてこまね く。四 は合 掌
して平 らにこまね く。五 は膝 を屈 して行 な う。六 は膝 を地 にっ けて うず く
ま.る。 七 は手 も膝 も地 ヒつ けて うず くまる。 八 は五体 をともにかがめ る。
九 は五体 を地 につ ける」(巻二)
このよ うな敬礼 の しかたは1お そ らく.タイ の 国王な どに対 する 敬礼 法
一74一
`wai"にっ.ながるもので あ り'ま.しょう。
これ とは 系統 を異 に します が.中 国に も古来 の敬礼法 があって 「周礼」
に記録 されて 砂ます。
「拝の礼 は儀礼 の軽重 によって九個 の区分 がある。 第一 は稽首,第 二 は
頓首 ・一…第九 は粛拝で あ番」(尚采 和r中 国社会 風俗史」第二六章敬礼)尚
氏 は さ らにその一々 を説明 して こう言 っています。目
「第二 の頓首は 拝 を して 頭 で地 を叩 くもので,叩 首 ともい う。……頓 首
は頭 で地 を一 つ叩 いて直 ぐに起す」
これを見れば 諮Pぎ を叩頭 と書 くわけや・ 手紙 の末尾 にっける 「頓 首」
の意 味が よ くわか ります、.
尚氏 によると 「稽首 はまず拝 の礼 を行 って か ら頭 を暫 く地 につ けて起す
もので,最 も恭敬 な礼 であ り,天 子以外 には行 わない」 のだそ うです。.
この ような礼が行 われ巻場所 は玉座 の階段す なわち 「陛」 の下で あった
こ.とか ら,r陛下」 の語源 がオ?かります。(陳舜臣r北 京 の旅」〉そこか らま
た,.類似 の狙下 ・貴下 ・脚下 ・足下等 も思 い出 され るで しょう。
玉座 があ ったのは,皇 帝 の住居で あ り政務所であ る1「内廷」で・ それ を
囲 んで 「外朝」 と呼ばれ る,公 式行事 が行 われ る建物 があったのだそ うで
す。 ここまで来れば 「朝 延」が 「外朝」 と 「内廷」 の組合 わせである こと
.も推察 が つ きます。 また,皇 帝 の政務 は 早朝四時 ごろか ら行 われ たため
「朝」 と.いう字 が使 われ るよ うに な目ったのだ と い う ことです。 「内廷」 の
「廷」は役所 を意味 します。
非漢字 系の 目本語学習者 が し.ばしば発 する 「なぜ朝 とい う字 びdynasty
を表す のに使 われ るのですか」 とい う問に対 す る答 が ζこに あPま す。.こ
のよ うな問 は,言 語 の背景 をなす文化 への関心 の表れの一つです。 ・
「Rashomonと羅城 門は同じです か」 とい う素朴な問 も同じことで,音
通 か ら 「城 」 を 「生」 と書 いたの を 「シ ョウ」 と読 んだので しょ うが,「羅
城 」 とは,城 市 をとりか こむ(す なわ ち 「羅 」)とζろの外 壁 を指 します。
つ いでなが ら 「城」 とい う字を 「ジ ョウ」 と読 むのは音読み,「しろ」 と
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読 むのは言川読みですカミ,「宮城県」 な どのよ う甚こ「キ(ギ)」と読む のは なぜ
で しょ うか。 この疑問を 日本語 と中国語 だけで解 くこ とはで きません。
それ はこの読みが百済語 に由来 するか らなのです。李基文氏は こ う言 っ
ています。
「百 済語 で,城 を意味す る語 がkf(己,只)ぞ あった ことは確実 である。
例 悦城 県本百済悦己県,儒 城県本百済奴 斯只県,潔 城県本百済結 己郡 。
…古代 日本語 のkf(城,柵)は この百済語 の借用 だ と考 えられる」(李
基文 「韓 国語 の歴史」)
こうして 日本 古来 の 文化 をなす こ とばや こと力隔 の起源 を求 めて行 く
と,し ば しぱアジァ文化 のさまざまな層 にた ど 聾っ きます。
換言 すればわれわれ 日本人 はアジアの人び ととアイデ ンテ ィティを共有
しているのです。
それを証 明する好例 は 「寺■で しよ う。魂代人か らす ると 「寺」 を仏教
と切 り離 して考えるこ とはできません。 ところがふ しぎなことに この宇は
中国に仏教が伝 来する以前 か らあるのです。 そこで,古 辞書 をしらべてみ
ますと,果 たして この字 の意味 は 「廷也」 と定義 され ています.(「説文解
字」)
「廷」 とは前述 のよ うに役所 の ことです。
中国 に仏教 が伝 えられたのは後漢 の光武帝 のころです が,当 時・西域か
らの僧 をとめたのが白馬寺 とい う役所 だったのです。つ ま り,本 来は役所
だ った ところに僧が来 るよ うにな ったので僧 が定住 する ところ,す なわ ち
「仏寺 」 とな った どい うわけです。 その証拠 に 仏教 に関係 のない役所 で あ
る 「太僕寺」 の例 をあげれば十分 で しょう。これは車 馬牧畜 をつか さ どる
役所 です。
ところでこの字 の訓で ある 「て ら」 は どこか ら来 たので しょうか。 これ
は諸説 あ ります が,「刹」 とい う字 の古代朝鮮漢字音 「翌 」[tja1]に由来 す
る とい う説 が説得力 を持 って います。(金思痒 「古代朝鮮語 と 日本 語」)
目本 は漢字文化圏 に属 して.いるため に他 の国々か ら 「同字 」である こと
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の恩恵 をこうむ ってい るわけです が,長 い歴史 の うちに漢 字の用 法が違 っ
て きて,今 では全 く反対 の印象 を与 えるよ うな文宇 の例 があ ります。
それは 「寿 」 とい う字です。 目本 ではこの字 はめでたい場合 に しか使 い
ませんが,中 国で は 葬式 のときにも使 われ ます。 「寿 陵 ・寿棺 ・寿衣 ・寿
鮭 」な どに 見 られ る よ うに,こ うい う揚合 の 意味は 「生前 か ら作 ってお
く」 とい うことだ ったのですが,そ のこ とを忘れ ている中国人 は 日本人 の
結 婚式の 「寿」 とい う字 を見て驚 きます、反対 に 日本人 は中国人 の葬儀 に
参列 して,お 棺の上 に書かれてい る 「寿」 とい う字 を見て信 じられない気
持 にな るのです。
さて,こ とばの伝播 のなかだちをす るものの一 つに食 品示あ ります。 そ
の代表的な例 は米 をあ らわす 「うるち」 で しょう。
米 の原産地 はイ'ンドですが,サ ンスク リッ トでは米 を`vrlhi'と言 いま
す。稲作の技 術 と ともに,米 を意 味す るこのこ とぱ も東 へ伝 え られて,南
イ ン ドのタミル語 では`urus短》 とな り,もマレー語 でほ`bras》とな り,
台湾 語では`vurrUS'とな り,目本 に到 って`uruchi'すなわち 「うるち」
になったのです。(楳垣実 「外来語辞典 」)
一方,米 は西へ も伝 えられて,古 代ペ ルシャ語 では`w巧izey'とな り,
アラビア語では`uruzz'とな り,ス ペイ ン語 で は`arroz'とな り,イ・タ
リア語で は 囁risO'とな り1古 代フ ランス語 では`ris'とな って,.最後 に
英語 の`rice'にな ったのです。(W.Wi・SkeatlAConciseEtymological
Dictiouaryof写ngli$hLanguage)
目本語の外 来語 として の 「ライ ス」 を考 える と,原 産地 イ ン ドを出発 し
た米 が・一方 は東 回 舅 一方は西回 りで数千年 かかって地球 を回 り,20世
紀 の 日本の食 堂で再会 した とい うこ とが言 えるで しょう。
米 とな らんで 世界一周 を果 た した例 は 「茶」 で しょう。 「茶」 の語源 は
苗族 の`tsu漉a.'ではないか と言 われて います が,伝 播 したこ とぱは明 ら
か に中国語です壱 そ の径路 と音の変化 は次 のよ う.にあざや かにあ とづ けら
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ハ ン ガ リ ー
デ ン マ ー ク
ば
ス エ ー ア ンノ
ノ ル ウ エ ー













































茶の産地や種類 を表 す以下 の名称 も,も とはそれぞれ括 弧 の中 の漢字 で
す。
Bohea(武夷),..Congou(工夫),Mom三ng(武寧),Ooio確(烏竜),Pekoe
(白毫),Soucho益g(小種)(角 自栄 「茶 の世界史」)
米や茶 ほ どでないに して も,し ば しば貿易 の品 目とな る織物 の名 も品物
とともに 伝 えられ ます。17世 紀 の末 に来 日したケンペル は 時 の将軍 の各
地 の物産 を献上 しま したが,そ の品々 について,次 のよ うに記録 してい ま
す。
「一 ・甲これ らの贈物 は,中 国やベ ンガルや その他 の国の絹布類数枚,亜
麻布,黒 のサ ージ,黒 のラシャ,ギ ンガム[訳 注:棒 縞 または弁慶縞 の綿
布],ペラングとい う中国や東イ ン ドの平常用 いる絹布,一 本 のス ペイ ンの
赤 プ ドウ酒 な どであ った」(ケンペル 「江戸参府旅行 日記」)
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これに対応 する将軍家側 の記録 も残 っていて,そ れ を見 る と次0)ように
な っています。
「蘭人入貢 す。 貢物 は金銀珠五顧 ……羅紗二種。 ……縞布 四種.金 巾一
種 ……」(「徳川 実紀」〉
上 の記述 の うち 「ギ ンガム」 とい うのは,訳 注 にもある ように縞 の綿布
ですが,そ の語源 はヤ レー語 です。 この語 は前述 のSkeatワ)語源辞典 に
次 の よう'に記載 され ていますo
Gingham,akind目ofcottoncloth.卜.Malayginggang,stτipedcloth.
当時の人 び とが これを どう呼んでい たか を知 る手 がか りが大英博物館所
蔵 の古文書 にあって,'それにはこ う書かれてい るそ うで す。
「かな きん・ さらさ,し ま もめん」(新村 出 「瑛肝記」)
以上 の ことか ら当時南方産 の輸入品 と して 「しま.もめん」 があった こ と
がわか ります。
さて,目この 「しま」 を表 す・「縞」 とい う文字 を中国人や韓 国入 に見せ る
目と,'どうして これが きtripeを表すか,と 言 われます.そ れ もそのはずで,
字書 に も 「縞,白 也」(「小扇雅」)としか あ りまぜん。つ ま り 「しま」 にこ
の字 をあてたのは誤 りだっためです。その後歴史 は流 れて今 ではその正 し
ょうもあ りませんが,こ うい うことは他 の言語 の歴史 にもあ ります。目その





つ ま り,`曲eris}のSを複数のSだ と思 って とって しま った とい うの
です。
「縞 」 とい う字 を 「しま」 と読 ませ たのは,元 禄年 聞の 字書 が はじま り
のよ うです。 そのr例 は 「倭漢三才図会 」 にある次の記載 です。
「今凡 日柳条,俗 用 嶋字」
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「しま」 を表す のにr嶋 」 とい う字 を用 いた例 は数多 くあ ります。
「古来 よ ワ国の しれ ぬ物 を嶋物 といへ り」(「古今和漢諸道見 知紗」)
「異 国を嶋 といふ よ しは,骨 董 にて 漢 品に もあ らず 和物 に もあ らぬを嶋
物 といへ り」(山崎美成 「名家略伝』〉
上 の例 に見 るよ うに嶋物の意味 は異 国的 とい うことだったよ うです。 そ
して 「異国的」が しば しぱ 「異様 」 とい う悪 い意味にまで拡大 され たこ と
は,次 の例 を見 て もわか ります。
「喜太夫 といふ もの上総 の橡 にな りて太平記 をかた る,そ の曲節,平 家
とも舞 とも謡 ともしれぬ嶋物 な り」(「東海道名所記」)
それに もかかわ らず江 戸時代 には縞物 は大流行 で,次 のよ うな人物 さえ
生 み出す に至 りま したo
〔元禄 の頃,京 都室町通 三条 の南 に桜木勘十郎 といへ る人 あ9け り,古
器物書画 の鑑 定を もよ くせ り,希 有 の物好 にて,衣 服 より足袋帯 に至 るま
で,色 々の島を着用 し,扇 子,脇 物指,柄 糸,鍔,印 籠,草 履 まで島 な ら
ず と云事 な し,朝 夕の食物,な ます は もとよ り刻み物 な り,煮 物 な どに.も
大根ごぼ うの類,す じある品 をもちひ,椀 折敷 まで も島 の模様 をぞ ものし
ける……家居 も世 に珍 しく表二階 の格子 もさまざまの唐木 にて島 にくみ立
・店先 も堺格子 と云 ものを 立,こ こに大 きなる竪貫木 あ りて,青 貝にて唐
草 の模様 あ9,ひ さしの大垂木 などは細 き紫竹 の寒竹 にて,さ ま ざまの島
に粗ませ ける,さ て 中庭 に泉水 あ りて金魚数多 はな ち置,そ こよ勢居 間の
二 階へ楷梯 を渡 した り,そ の楷梯 も唐 もの作 りの擬 宝珠,高 欄付て け り,
かかれ ば世 に,島 の勘+郎 と云 げる とぞ 」(山崎 美成 「海録」巻十三)
本 目はこの 「しま」 の話題 にちなんで,私 大勇 をふ るって縞 のシ ャツ
を着用 して まい りました が,古 い本 に も
r島織物 は人前 へは然 る可 らず」(r御供古実」)とあ ります ので,こ リヘ
んで退散 いた します5
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